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１．研究の対象 

1997 年 01 月 01 日から 2026 年 3 月 31 日の間で、国立がん研究センター中央病院にお

いて手術療法で治療され、病理学的に子宮体がん（本研究では子宮肉腫、子宮体がん前がん

病変である子宮内膜増殖症や子宮肉腫（悪性腫瘍）との鑑別が難しい子宮筋腫（良性腫瘍）

を含む）を診断された患者さんを対象とします。 

 

２．研究目的・方法 

子宮体がんは子宮内膜がんとも呼ばれ子宮内膜から発生するがんですが、その組織型は

多様です。また他にも子宮体部に発生するがんとして子宮肉腫があります。子宮体がんの

罹患数は、約 13,000 例（人口動態統計 2014 年）であり、また死亡数は約 2,300 例（地域

がん登録全国推計値 2013 年上皮内がんを除く）と比較的予後が期待できるがんです。一

方で早期子宮体がんの予後は良好ですが、進行がんもしくは再発後の予後は不良です。子

宮体がんの予後に関わる因子として、組織型、組織学的分化度、進行期、筋層浸潤の深

さ、腹腔細胞診、リンパ節転移、付属器転移、脈管侵襲、ホルモン依存性の有無などがあ

りますが、症例数が少ないためにがん組織中の体細胞変異と予後・治療効果との関連につ

いてはほとんど検討されてきませんでした。そこで、本研究ではがんゲノム解析を組み合

わせることで、子宮体がんの発がんに起因するがん遺伝子異常の同定を目的として、体細

胞遺伝子異常と術後再発・治療効果との関連について検討を行います。研究実施期間は、

研究許可日から 5 年間とします。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

本研究に用いる試料は下記の通りです。 

○ 腫瘍組織（凍結腫瘍組織・病理ブロック・凍結前の腫瘍組織など） 

○ 非腫瘍組織（凍結組織・病理ブロックなど）、バイオバンク研究用採血試料、診療採血

血液残余試料 

本研究に用いる情報は下記の通りです。 

がん組織検体由来の DNA/RNA を本研究に用います。また予診カードに記載されている

情報を元に、性別、罹患年齢、身体情報（身長、体重、BMI など）、生活習慣（喫煙、受

動喫煙、飲酒歴、運動量や食生活など）や出産経験や初産年齢、初経年齢や閉経年齢、経

口避妊薬やホルモン補充療法の使用経験、既往歴・家族歴等に関する基本的情報と必要な

診療情報を本研究に用います。また診療の進行に伴い、患者さんからの診療情報（腫瘍マ

ーカー等を含む生理検査結果等、予後や治療応答性など）も本研究に用います。試料、診



療情報はカルテ番号や病理番号を元に全て連結可能匿名化した後、遺伝子解析に用いま

す。 

 

４．試料・情報の公表 

本研究の解析で得られたゲノム解析データの一部は、学術データベースを通して公開す

る可能性があります。本研究によって解析されたデータは、独立行政法人科学技術振興機

構（JST）バイオサイエンスデータベースセンター（NBDC）が運営する「ヒトデータベ

ース」その他の学術データベースに登録する可能性があります。 

 

５．研究組織 

・国立がん研究センター  

中央病院：加藤友康、石川光也、宇野 雅哉、棚瀬 康仁、加藤 真弓、藤井 えりさ、吉田

裕、村上直也 

研究所：河野隆志、白石 航也、朝見友香、樋口大樹、山口舞子 

・東京慈恵会医科大学：岡本愛光、高野浩邦 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

〒104-0045東京都中央区築地5-1-1 

国立がん研究センター研究所 臨床ゲノム解析部門 白石航也 

TEL: 03-3542-2511/ FAX: 03-3542-2530 

 

研究責任者： 

国立がん研究センター研究所 臨床ゲノム解析部門 部門長 白石航也 

-------------------------------------------------------------------以上 


